
第１章　やさしさと共生するまち

　第１節　安心して子どもを生み育てられるまちをつくる

【目標への接近度を計る指標】
基準値H16 H18 H19 H20 目標値H27

【事務事業実績】 　　（単位：百万円）
計画額 実績額

◆第１章登載事務事業件数
　○実施事業１３６件、追加事業１０件（統合事業として新たに追加された事業は除く）、未実施事業
    ２件、統合事業２３件、他事業に包括して実施した事業３件　計１７４件
◆第１章事業費
　○計画事業費　　１５，９２２百万円
　○実施事業費　　１３，８７２百万円
◆財源投下率（実施事業費/計画事業費×100）
　○８７．１％

指　　標

0件 1件 0件 0件

私立幼稚園就園奨励費補助金
私立幼稚園特別就園奨励費補助金

私立幼稚園学校給食指導経費
病院・事業所内保育実施事業補助金
登別保育所運営業務委託
特別保育事業（障害児保育）

保育所学校給食指導事業
普通保育所運営事業
保育所営繕事業
放課後児童等衛生・安全対策事業費補助金

2カ所

家庭児童相談室・母子自立支援員経費
特別保育事業（交流事業）
広域入所事業（他市町村への保育委託）

児童相談所等への送致児童数

産後子育てママ派遣事業

2件

仕事と家庭両立支援（ファミリーサポートセンター）事業

4カ所

44.1% 67.3% － 66.7% 29.0%

1カ所 2カ所 2カ所子育て支援センター数

子育てに不安と負担を感じる保護者の割合

　子育て支援センターやファミリーサポートセンター、児童館（児童センター）の
取組みを継続し、充実を図るとともに、幌別西児童クラブや鷲別児童クラブの開設
など、安心して子どもを生み育てることができる環境づくりに努めた。
　特別保育事業として障害児保育、延長保育、一時保育、休日保育を継続したほ
か、幼保一元化施設として登別保育所の運営を継続的に委託し、保育サービスの充
実を図った。

【実施事業】
日胆はまなす里親会補助金
特別保育事業（あそびの広場）

特別保育事業（延長保育）
特別保育事業（一時保育）
特別保育事業（休日保育）

児童館（児童センター）管理・運営事業
放課後児童クラブ運営事業

（仮称）幌別西児童クラブ開設事業
児童館施設整備事業
児童入所施設措置費（助産施設分）
こどもショートステイ事業

2,8192,904
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ひとり親家庭等医療費助成事業（旧母子家庭等医療費助成事業）

（仮称）鷲別児童クラブ整備事業費

お父さんの子育て広場事業（子育て支援センター運営事業）

富岸放課後児童クラブ増築事業

移動子育て支援センター事業（子育て支援センター事業）
子育て講座事業（子育て支援センター運営事業）

【他事業に包括して実施した事業】
子育てバリアフリーマップの作成事業　（※２他包括事業）　

男性の育児・介護休暇取得の啓発事業（※２他包括事業）

第１次実施計画登載事務事業のうち、子育て支援センター運営事業に統合された事務事業は次のとおり

保育所開放事業（子育て支援センター運営事業）
子育て啓発週間（子育て支援センター事業）

※１統合事業

せわやき・せわずき隊推進事業（子育て支援センター事業）
子育てサポーター及び地域ボランティアの育成事業（子育て支援センター事業）
子育て相談・育児サークル支援事業（子育て支援センター運営事業）

【追加事業】

私立幼稚園教材教具整備事業補助金

乳幼児医療費助成事業
災害遺児手当

児童扶養手当支給事業
児童手当支給事業

私立幼稚園協会教職員研修費補助金

児童虐待ネットワーク会議開催事業

子育て支援センター運営事業 （※１統合事業）

【未実施事業】

※２他包括事業
子育てバリアフリーマップの作成事業は「福祉マップ」に子育て支援施設を加えて実施
男性の育児・介護休暇取得の啓発事業は、「父子健康手帳」に情報を掲載しマタニティ教室等で配付

お父さんの子育て手帳作成事業（子育て支援センター事業）
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　第２節　市民一人ひとりが生涯を通じて健康に暮らせるまちをつくる

【目標への接近度を計る指標】
基準値H16 H18 H19 H20 目標値H27

【事務事業実績】 　　（単位：百万円）
計画額 実績額

ヘルスパイオニアタウン事業（インフルエンザ予防接種助成金）

ヘルスパイオニアタウン事業（水中運動教室受講者助成経費）

1,973人 3,175人 3,939人

指　　標

基本健康診査における健康な人の割合 14.7% 11.2% 11.9% －

基本健康診査の受診率

乳幼児健診の受診率

33.1% 27.5% 29.6%

86.3% 91.2% 90.6% 99.5%

24日 24日

15.0%

38.0%

95.0%

－

18人 18人

4,708人 4,000人

18人 18人

70.0%

24時間体制 24時間体制 24時間体制 24時間体制

55.4% 59.9% 60.8%

乳幼児食育事業に名称変更

予防接種事業
地域医療対策事業（歯科救急医療啓発事業）
救急医療対策事業（小児救急医療支援事業）
応急手当普及啓発活動資器材整備事業

母と子の健康づくり事業（母子栄養管理事業経費）

エキノコックス症予防対策

ヘルスパイオニアタウン事業（短期人間ドック助成事業）
ヘルスパイオニアタウン事業（脳ドック助成事業）
ヘルスパイオニアタウン事業（各種がん検診料金助成金）

室蘭地方腎友会運営事業補助金
北海道難病連運営事業負担金
女性の健康づくり事業（女性の健康診査）

ヘルスパイオニアタウン事業（保健師派遣事業）

小児救急医療体制 未実施

予防接種率

ヘルシークッキング教室

50.7%

広域救急医療対策の日数 24時間体制

救急救命士の養成者数 16人

普通救命講習の受講者数

健康づくり推進協議会経費

休日等の歯科医院の開院日数

24時間体制 24時間体制 24時間体制

24日 24日

24時間体制

　ヘルスパイオニア事業等の取組みを継続的に実施し、充実を図るとともに、母と
子の健康づくり事業等の推進に努め、各種検診の充実及び受診率の向上、妊産婦や
乳幼児の保健予防を推進した。
　地域医療対策事業、救急医療対策事業の推進を図り、救急医療体制の保持と向上
に努めるとともに、主要な公共施設への自動体外式除細動器の整備促進を行った。
　救急救命士を養成し、救急救命体制の整備を図った。

【実施事業】

母と子の健康づくり事業（すこやかマタニティ教室）に名称変更

地域医療対策事業に名称変更

母と子の健康づくり事業（妊婦健康診査）
母と子の健康づくり事業（健やか親子教室）
母と子の健康づくり事業(母子訪問指導)
母と子の健康づくり事業（乳児健康診査経費）
母と子の健康づくり事業（１歳６か月児健康診査経費）
母と子の健康づくり事業（３歳児健康診査）
母と子の健康づくり事業（幼児歯科保健対策経費）

24日

511 504
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第１次実施計画登載事務事業のうち、健康診査事業に統合された事務事業は次のとおり

※２統合事業
第１次実施計画登載事務事業のうち、健康づくり事業に統合された事務事業は次のとおり

老人保健事業（健康手帳）

歯周疾患検診事業
老人保健事業（健康診査）

老人保健事業（訪問指導）
老人保健事業（健康教育）
老人保健事業（健康相談）

救助資器材整備事業
消防用機器整備事業（自動体外式除細動器）

健康づくり事業（※２統合事業）

高規格救急自動車更新事業

【追加事業】
健康診査事業（※１統合事業）

救急医療対策事業（救急医療啓発普及事業）
救急医療対策事業（広域救急医療対策事業）
自動体外式除細動器購入事業
救急救命士養成経費

【他事業に包括して実施した事業】
予防接種台帳電算化システム導入事業 （※３他包括事業）

※３他包括事業
予防接種台帳電算化システム導入事業は、西いぶり広域連合での共同電算事業で実施

【未実施事業】
地域医療対策事業（市立室蘭看護専門学院運営負担金）

※１統合事業
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　第３節　誰もが安心して暮らせるまちをつくる

【目標への接近度を計る指標】
基準値H16 H18 H19 H20 目標値H27

【事務事業実績】 　　（単位：百万円）
計画額 実績額

介護予防普及啓発事業に名称変更

地域総合整備資金貸付金（株式会社　三樹）に名称変更

老人日常生活用具給付事業（電磁調理器）から名称変更

恵寿園施設等整備事業（屋根葺き替え更新）
高齢者等介護用品給付事業
配食サービス事業
特定高齢者事業(※１統合事業）

老人医療費助成事業（道老）
養護老人ホーム恵寿園運営経費
恵寿園施設等整備事業（給水・給湯設備更新）
有料老人ホーム建設事業貸付金

住宅改修支援事業
外国人高齢者・障害者福祉給付金支給事業
老人日常生活用具等給付事業
老人日常生活用具給付事業（紙オムツ）

老人趣味の作業所運営事業
登別市老人クラブ連合会４０周年記念事業補助金
老人憩の家整備事業
介護予防普及啓発事業（健康教室・健康相談）

老人クラブ運営費補助金
敬老会補助金
老人福祉センター祭り
シルバー人材センター補助金

社会福祉事業推進費補助金
生きがい対策事業補助金
長寿祝金等支給事業
登別市老人クラブ連合会補助金

民生委員児童委員活動事業
登別市民生委員児童委員協議会補助金

福祉啓蒙経常事業
地域福祉活動促進事業費補助金

指　　標
ボランティアセンター等におけるボランティ
アの登録数

－ 319人

10,547

53町内会 44町内会 53町内会 60町内会

269人 269人

【実施事業】

700人

53町内会

自立高齢者（元気老人）の割合 85.0% 85.9% 86.4% 86.1% 85.0%

小地域ネットワークの参加町内会等の数

436人 864人

老後に不安を持っている人の割合 79.0% 74.6% － 84.6% 50.0%

1カ所 3カ所

自立支援受給者実人員数 412人

相談支援事業所数 0カ所 1カ所 1カ所

401人 408人

6件自立支援教育訓練講座受講件数 1件2件 1件

　社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会の活動を継続的に支援し、地域を支え
る仕組みづくりと福祉ネットワークの充実を図った。
　老人クラブや敬老会の活動を継続的に支援し、高齢者の生きがいづくりの場と機
会の充実を図るとともに、地域包括支援センターを設置し、介護予防や、年金、医
療保険制度及び介護制度の充実など、質の高い介護サービスの展開を図った。
　のぞみ園や地域活動支援センターの運営を継続し、障がいを持つ子どもたちの育
成と障がい者の社会参加への支援を行った。

12,504

3件
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障害者ホームヘルプサービス低所得者利用者負担軽減に要する経費

社会参加促進事業（社会参加等事業補助金）（※２統合事業）

特定高齢者把握事業

訪問型介護予防事業（高齢者訪問指導）
通所型介護予防事業

第１次実施計画登載事務事業のうち、特定高齢者事業（計画事業）に統合された事務事業は次のとおり
※１統合事業

地域活動支援センター事業（※４統合事業）

障害者（児）日常生活用具給付等事業に名称変更

地域総合整備資金貸付金（千寿会）に名称変更

高齢者等緊急通報機器設置に名称変更
電話・移送サービス事業に名称変更

更生訓練・施設入所者就職支度金給付事業
日中一時支援事業
障害者（児）補装具給付事業

総合相談支援事業
コミュニケーション支援事業
移動支援事業
訪問入浴サービス事業

【追加事業】
老人憩いの家共和園建替事業

次期「登別市障害者福祉計画」策定事業
低所得者等援護対策・たすけあい金庫事業
災害見舞金

一般高齢者事業(※３統合事業）

社会参加促進事業（社会参加事業）

母子家庭等自立支援事業（高等職業訓練促進給付金）
母子家庭等自立支援事業（自立支援教育訓練給付金）
母子家庭等自立支援事業（常用雇用転換奨励給付金）

第５５回全道身体障害者福祉大会開催事業
第５０回精神保健北海道大会運営補助金
全道肢体不自由児者福祉大会開催事業

身体障害者自動車燃料費助成事業
登別身体障害者福祉協会助成事業
登別視力障害者協会助成事業
登別市手をつなぐ育成会補助金

西胆振精神障害者家族会協議会運営事業補助金
肢体不自由児（者）父母の会補助金
精神保健対策経費（室蘭地区精神保健協会負担金）
重度障害者（児）福祉タクシー事業

小規模通所授産施設（すずかけ作業所）運営事業
精神保健対策経費（精神障害者通所交通費助成金）
在宅障害者自立更正促進事業
社会教育施設バリアフリー化事業

障害者介護給付・訓練等給付事業

児童デイサービスセンターのぞみ園運営事業
精神障害者通所授産施設運営費補助金

重度心身障害者医療費助成事業
重度心身障害児介護手当給付費
社会福祉施設入所者（児）面会旅費助成事業
障害者日常生活用具給付等事業

地域包括支援センター運営事業
特別養護老人ホーム増築事業資金借入金元利補給金
介護老人保健施設増築事業貸付金
家族介護慰労費

緊急通報システム設置事業
布団乾燥・電話・移送サービス事業
介護保険事業
社会福祉法人利用者負担減免助成金
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された事務事業は次のとおり

次のとおり

介護予防普及啓発事業
地域介護予防活動支援事業（かろやか体操指導者養成教室）

※２統合事業
第１次実施計画登載事務事業のうち、社会参加促進事業（社会参加等事業補助金）（計画事業）に統合

※３統合事業
第１次実施計画登載事務事業のうち、一般高齢者事業（追加事業）に統合された事務事業は次のとおり

精神障害者ボランティア団体活動支援事業補助金

介護予防高齢者施策評価事業

心身障害者地域共同作業所運営補助金

第１次実施計画登載事務事業のうち、地域活動支援センター事業（追加事業）に統合された事務事業は
※４統合事業
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　第４節　男女共同参画社会の実現

【目標への接近度を計る指標】
基準値H16 H18 H19 H20 目標値H27

【事務事業実績】 　　（単位：百万円）
計画額 実績額

男女共同参画社会づくり事業（民間シェルター運営補助金）
婦人活動振興助成金
三市合同女性国内派遣研修

男女共同参画社会づくり事業
男性料理教室

　男女共同参画講演会や学習会の開催、情報紙の発行を継続するとともに、のぼり
べつ男女平等参画懇話会・プラタナス等の市民団体の活動を支援し、男女共同参画
社会の実現を目指した。
　家庭内における配偶者からの暴力被害者の保護に努め、被害者の自立の支援を行
うための民間シェルターの活動を継続的に支援し、人権の擁護と男女平等の実現を
図った。

3 2

【実施事業】

指　　標
男女共同参画に関する言葉を見たり聞いたり
したことのない人の割合

14.2% 19.4% － 18.3% 0.0%

4人 2人
民間シェルター（配偶者や恋人などからの暴力被
害者の緊急避難施設）利用者の市民の人数

32.3% 31.3%

3人 4人 6人

30.7% 40.0%女性の審議会や委員会への登用率 29.0%
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